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奥入瀬の魅力

地質・地形・植生・水流の織りなす奇跡的な環境
76万年前 八甲田山の大噴火 火山噴出物が基礎的な地質・地形を形成
1.5万年前 十和田カルデラの大崩壊と巨大土石流(30万m3/秒）による奥入瀬渓流の誕生
現在に至るまで、十和田湖、周辺の大地形が安定的な水流、環境をもたらす
極相林がすぐそこに
アクセス抜群 特別保護地域を国道103号が貫通 アクセスは良いが、同時に大きな課題
交通渋滞、環境への悪影響、通過型の観光地化（宿泊しない）

課題解決のために青撫山トンネル（全長8km）を国が権限代行で建設中
併せて、現道の活用と地域再生を目指して、国土交通省青森河川国道事務所と青森県県土整備部が連携して、
「奥入瀬渓流利活用検討会（委員長：石田東生）」を設置 2013
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奥入瀬の現況 拠点の一つ 石ヶ戸

２３０９０４撮影

核心部への入り口
駐車場、トイレ、簡単な説明

よく見る行動パターン
駐車して（観光バスから降りて）、トイレに行って、
短時間、周辺を散策して、渓流をみて戻る
ピーク時には駐車待ち、バスの客扱いもあって、
大混雑・大渋滞

結果的に通過型・短時間滞在型に
宿泊者激減（ピークの７０％減）
地形・地質・水流・植生が織りなす自然の奇跡を知り、
理解するには不十分
リピータも少なく、地域経済の活性化にも貢献できず

何とかしたい!!
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奥入瀬渓流における取組

権限代行
トンネルだけでなく現道の改変にも
関与

県と国交省の強力な連携
ただ道路部隊中心で、環境・観光・
文教部局との連携は限定的
期間限定（１週間）の取り組みで、
継続性・持続可能性が弱い

方向性としての「奥入瀬ビジョン」
環境保全
観光振興
交通システム
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奥入瀬ビジョン 概要

奥入瀬の丸ごと自然博物館化

奥入瀬渓流核心部の通行規制
モビリティサービスの確保
真に楽しめるガイド

リピーター・宿泊者増加
雇用確保 ガイド、観光関連
地域の元気化 誇り・愛着・教育

年中無休で楽しんでもらう工夫
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新たな体制構築 奥入瀬十和田利活用協議会

協議会
会長 青森県知事
メンバー
十和田市長、七戸町長
環境省 東北地方環境事務所長
国土交通省 東北地方整備局長、東北運輸局長
青森県 環境生活部長、県土整備部長、
観光国際局長、上北地域県民局長

奥入瀬丸ごと自然博物館に向けての課題解決
入域料徴収（地域自然資源法の活用）
交通規制とモビリティサービスの実現
価値の発信

山本巧東北地方整備局長
道路政策・整備の新しい形の一つ
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第１回 協議会 2023.9.4

宮下宗一郎青森県知事に
提言書を手交

東奥日報の記事(2023.9.5）

http://www.tsukuba.ac.jp/index.html

	スライド 1: 日本風景街道大学　宮崎本校　報告  奥入瀬渓流プロジェクト　報告
	スライド 2
	スライド 3: 奥入瀬の現況　　拠点の一つ　石ヶ戸　
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

